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去 るa月5日､理 事･幹 事

合 同会 が 開 催 され た｡本 会

の 発 足 以 来1年 余 りで､見

学 会 がld回､講 演 会 がa回､

幹 事 会がld回､技 術 委員 会

がL回 開 催 され､ま た 我 々

の機 関紙L置P亙のNewsLate.

が第L号 まで発行 された報告 を受 け ました｡こ の

厳 しい経済情勢の中で､多 忙 にもかかわらず､数

々の成果 を十分にあげて来 られたことは､正･副

会長､幹 事及び各委員の方 々の並 々成 らぬ ご努力

によるものであると感謝 しつつ､私 自身の無精 を

恥 じ入る次第です｡

当社は昭和i年 設立の水処理用 ろ材 と定量 ポン

プ及び関連機 器のメーカーで､日 本ブイルター(株)

とは2⑪年以上の長い売 り買い に亙 る親 しい付 き合

いがあ り､平 成rd年8月 に同社橋本社長 よ り本会の

設立 と発起人 として参加の呼 びかけ を頂 き㌔8月

30日､大 矢､松 本両教授 ご出席 の もと設立準備会

が開かれました｡

私 は当初､膜 処理 を中心 とす る水処理技術工業

会 と思いつつ､準 備会に出たので したが､出 席者

1:名の総意で､水 処理にとどまらず､薬 注を含む､

沈殿･分 離･ろ 過 の技術工業会 とし､専 門的技術

を持つ会社で､広 い業界の集 まりにしようと､当

会の名称 と して､日 本液体清澄化技術工業会 と満

場一致 で決 まりました｡そ の後､会 員の募集､事

業案の検討､定 款(案)の 作成等 々､非 常 に熱心

な方々の並 々ならぬ ご尽力で､平 成9年4月2:日 に

晴れて当工業会の設立総会が開催 され ました｡会

員は33社 で､遠 心分離､膜 分離､セ ラミックろ過､

定量ポ ンプ､高 圧ポ ンプ､水 処理薬晶､ろ 過材､

計測器関係 と様々な分野の専門技術集団で､百 花

練乱 との感 じを受けま した｡

その後､冒 頭 に列挙 したように数々の行事 を重

ね､機 関紙 も少ない予算の中で今回､第5号 を数

えることに成 ります6会 員数 もほぼ倍増の63社

とな りま した｡聡0褥00⑪ の講演会に私 も出席 しま

したが､タ イ ミングも良 く､認 証 を受け られた会

社の実例 として講演 された東洋スクリーン工業､栗

田工業､キ ッコーマンの方 々の生 々しい苦心談 も

あ り参考に成 りました｡

液体清澄化 には各種の専門分野の技術が必要 と

され､そ の道のスペ シャリス トの話 しを聞いた り

交流 を持つ ことは､自 社 の技術 を高める上で極め

て有効 な事 です｡私 もいわゆる異業種交流の会に

出た経験があ りますが､た だ 自分の会社の紹介に

終 り､物 珍 しく興味本位で聞かれた り､羨 望 の 目

で見 られ るのみで白けた感 じで した｡当 工業会は

それ とはまった く違い密接 な関係のある異業種の

会社､ス ペ シャリス トどうしの交流 の場 であ り､

研究 会であ り､発 表 会 なので非常 に得 る ところ

が ある､と 思い ます｡着 実 に この会が実績 を上

げて 日本の清澄化技術 に貢献 して行 くこ とを願

い つ つ･…o

平 成10年8月2'日 大阪 よ り



謄98国際食品工業展 が6月9日 か ら1`日 までのL日

間にわた り､東 京有明の ビッグサ イ トで開催 され

た｡今 回の展示会 は､197年 の第一回開催以来2玉

回 目となるが､日 本食品工 業会(日 食工)の 創 立

50周 年 とも重 なるイベ ン トと位置づ けられ､｢食

文化新時代 一アジアか ら広がるおい しい関係｣を

テーマに､過 去最大の578社 が参加 して開催 された｡

食品業界での最近の大 きな話題の一つに髄ACC肇

が挙 げ られ､現 在 は乳製品お よび食 肉製品､容 器

包装詰加圧加熱殺 菌食品などに対象が限定 されて

いるが､近 い将来にはすべての食 品製造 に対 して

適用 されるようになる｡ま た､今 年の5月 には｢食

品製造過程 の管理の高度化 に関する臨時措置法｣

(略称HACCP手 法支援法)が 公布 され､7月 か ら

施行 された｡し たがって食品製造 に関わ る装置 メ

ーカーに対 してはHACCPに 対応で きる装置が求め

られてお り､ま た逆 に ビジネスチ ャンスで もある

とも言 える｡こ うい った観点か らか､HACC整 対応

をうたった展示がやは りか な り多 く見受 けられ､

特 に大手ゼ ネコンやプラ ン トメーカーの ブースで

は､工 場建設か ら､生 産管理まで一貫 したHACCP

対 応エ ンジニアリング技術の紹介 を大 々的 に行 っ

てお り､多 くの観客 を集めていた｡当 工業会か ら

は日立 プラン ト建設(株)がHACCPシ ステム対応

の食品工場エ ンジニア リングと銘打 って出展 され

てお り､ま た､合 わせ て行われたプ レゼ ンテー シ

ョンセ ミナー もHACCP関 連のセ ミナーがほ とん ど

といった状況であった｡

殺菌装置関連も相変わらず多 く､キ ッコーマン(株)

をは じめ として､粉 粒体用､液 体用､レ トル ト用

な どの殺菌装置が展示 されてお りましたが､加 熱

殺菌以外 で も､紫 外線､遠 赤外線､オ ゾン､マ イ

クロ波応用 な ど各社それぞれ工夫 してお り､殺 菌

の実演 を行 っているところも見られた｡

ろ過 関連 では､(株)荒 川鉄工所､(株)マ キノ

が圧搾機関連の出展､リ オン(株)が ク リーンルー

ム､(株)ロ キテクノがフ ィルタ､オ ゾ ン水製造装

置 な どの出展 をしてお りましたが､そ の他無菌 フ

ィル タ関連 や､セ ラ ミックフィル タの展示がい く

つか見 られた程度であった｡

その他環境保全関連 としてプラズマ脱臭装置や､

生物脱臭 システムな どの展示 も見 られ､時 代 を反

映 しているとも言 えるが､全 般的 には これ まで と

それほ ど大 きな変化はないように思われた｡

〔(株)大 川原製作所 脇屋 和紀〕

下水道 に関する最先端の技術 を一堂 に集めた業

界最大 の｢下 水道展98北 九州｣が､7月28日 ～31

日までのL日 間､市 制発足35年 に合わせて北九州市

の西 日本総合展示場で開催 された｡入 場者総数は

61,7`名､1日1～2万 人の来場で連 日活況 を帯 び､

盛況裡 に幕を閉 じた｡

今回の出展 は311の 企業 や団体が参加､広 範 な分

野でその技術が紹介 され､LFHの 会員企業 もその

先進技術 を紹介 している｡

下水道事 業は環境保全 とライフラインの基盤 と

して大 きな役割 を担 っているが､最 近 では地球環

境保全やゼ ロエ ミッシ ョンな どの新 しい視点か ら

技術 と事業の展 開が図 られている｡こ うした観点

か ら技術 トレン ドとして､新 しい水環境創造 に向

けた水の高度処理 と再利用､そ して循環型社会の

構築へ向けたエネルギの有効利用 と汚泥の リサ イ

クル､コ ス ト削減や省 エ ネルギ化 などが挙 げられ

る｡主 要技術分野の出展 を以下に紹介する｡



水処理分野 は活況 で､窒 素･リ ンの除去 と下水

再利用 に関す る高度処理技術 を中心 に､膜 分離 を

始 め担体利用や オゾン処理､生 物学的窒素 リン除

去 など､幅 広 い各種 の技術が大型の模型や派手 な

パ ネルで展示 され､関 心の高 さと課題の大 きさが

うかが える｡弊 社 も時流 に乗 り､高 度処理再利用

と樹脂膜利用の超微細気泡散気技術 を展示 した｡

L即 亙に関連する汚泥処理 の中核 である濃縮･脱

水分野では､一 昔前 のベル トプレスか ら数年前の

デカンタ濃縮やデカンタ脱水への技術変遷 を経て､

ボウル径夏mを越 える大型デカンタ展示が目立 った

数年前の面影はな くなっていた｡実 機展 示は1社 の

み､脱 水 を核 と した大型展示は鳴 りをひそめ､技

術がす っか り普及 したことが実感 され る｡唯､普

及率拡大が急務の小規模市場 向けでは､シ ンプル

で低価格な脱水機 として､ス クリュープレス型や､

新 しいロー タリープレスなどの小型実機の出展が数

社あ り､今 後の動 向が注 目され る｡以 上､固 液分

離 を專門 とす る立場 か らは､や や寂 しく､次 世代

技術で再び活況 を期待 したい ところである｡

リサ イクル分野では数年前､こ れ も大手 プラン

トメー カーが こぞ ってプラン ト模型や実機､リ サ

イクル製 品の タイルや レンガを展示 していたが､

溶融に代表 され る有効利用技術 が十分 に市場 に浸

透 した こともあ り､落 ち着いた感があ る｡有 効利

用はいかに市場 に流通 させ るかに観点が移 り､弊

社は溶融+結 晶化 に より人工 石材 を製造する溶融

石材化技術 を出展 し好評 を得 た｡

下水道展は､同 時 に開催 され る下水道研 究発表

会(於 北九州市立大学)と ともに年 に一度の大 イ

ベ ン ト､技 術のPRだ けでな く､顧 客や同業他社 と

の交流の場で もある｡地 方開催の メリッ トは夜､

九州料理にビールも旨く､小 倉の街は｢下 水道'98｣

を肴 に､連 日ホ ッ トな夜 となったはずである｡

〔月島機械(株)西 田克範〕

平成1(年f月22日 か ら26Eま で､名 古屋の国際会

議場で､第5回 国際無機膜会議が､東 京大学の中尾

真 一教授 を組織委員長 として開催 された｡こ の会

議 は19瀞 年に第1回 が､199年 に第2回 が､い ずれ

もフランス､モ ンペ リエで開催 され､19L年 に第3

回が､t99q年 に第4回 が､い ずれ もアメリカで開催

された｡そ して今 回の名古屋での開催 となったの

である｡こ れでみて も分 かる ように､歴 史的 にみ

て無機膜の研究 は､ま ず フランスで始 め られた｡

これはウラン濃縮の膜分離用 のセ ラ ミック膜が フ

ランスで開発 されたか らだ といわれている｡そ の

次 にアメリカで研究が進 め られ､ア ル ミナを用 い

る膜が.限 外 ろ過膜や精密 ろ過膜 と して市販 され

た｡日 本で も同様 にセ ラ ミック関係 の会社か ら無

機膜が市販 されたが､同 時 に比較的早期か ら､大

学 や政府関係研究機関で無機膜 の研究が進め られ

てお り､中 には極めて優 れた性能の膜 も試作 され

ていた｡一 方､通 産省 を中心 に､日 本 フ ァインセ

ラミックス協会 とファインセラ ミックス センター

とが共同で､無 機膜開発の プロジェク トを199玉年

か ら開始 し､か な りの成果が出始めていたことも

あ り､前 回のアメ リカでの会議で次 回の会議iの日

本開催 を強 く希望 し､今 回の名古屋 の会議 になっ

たのである｡

今回の会議の参加者は世界の23ヵ 国から約23◎名､

日本から12t名､ア メリカか ら20名､フ ランスか ら

1"名､な ど外国人合計HO名 であ り､国 際会議 とし

て十分 な参加者 を得 ている｡
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ゼ オライ ト膜の代 表的 な研 究者 を集め たとい う

こ とで､極 め て内容のあ る､ま た十分 に議論が

出来 る時間 を とった会議の運営であ った｡こ こ

でのロ頭発表 は6件､ポ ス ター発表 は2:件 であ

った｡膜 の製造法 について も.従 来 の水熱合成

法 に代 わるマイ クロ ウェーブを用 いる､極 めて

簡単 で短時 間に合成 出来 る方法 の報告 な ど､久

しぶ りにこの よ うな会議 に出席 した私 に とって

は､最 新の情報 を得 るこ とが で き､大 いに参考

になった｡2日 目のパ ーティーは長良川の鵜飼の

鑑賞 を行 い､久 しぶ りに訪 れた晴天 の もと､日

本情緒 を参加者全員が満喫 した次第であ る｡

〔工学院大学 木村尚史〕

野鞭瓢鰭離面蒲糠
や テ

/場 醐 本ミリポア㈱(東 京都港区三田:ヨ 国際ビル)/

スケジュール:

1｡｢清 澄化技術概論｣横 浜国立大学教授 松本幹治}

2,｢プ レフィルターの種類と分類｣(株)ロ キテクノ

3.｢フ ィルタープレスによるろ過技術｣(株)マ キノ

4.｢膜 分離技術の基礎と応用｣旭 化成工業(株>

5.｢高 分子凝集剤の種類と作用機構｣ハ イモ(株)

/6協 騰｣巴 工業㈱1
み を

/難鑓馳饗饗藁撫



勝%年 騒月Pd⑪日(木)に テーマ｢膜 の清澄化技

術へ の応用｣で 膜技術 を中心 とした特 別講演 α

件)と 会員企業の製晶紹介(3件)を 兼ねた第3回

講演会が ヨ鷺ハマプラザホテル にて開催 された｡

砧名の参加者があった｡

羽.特 別講演

｢膜 の 応 用 技 術｣

神鋼パ ンテツク(株)牛 越 健一 氏

豊富な資料 を基に､私 ども素人 にも理解できる

ように､｢膜 技術 の基礎(種 類 と適応範囲､圧 力

を駆動力 とする膜)｣と.膜 を使用す る上で重要

な問題 となる｢劣 化 とファウリング対策(添 加調

整法､前 除去法)｣に ついて非常に丁寧な解説 で

あった｡最 後 に膜の新 しい応用例 として｢振 動型

膜分離装置DT-Module｣と｢水 素･酸 素発生装

置(()｣の 原理 と装置構造 について､デ ー

タに基づいた説明があ り大変勉強になった｡

e｡講 演 と製晶紹介

亙｢医 薬 品 に お け る 膜 の 利 用 と製 品｣

ザル トリウス(株)松 永有志夫氏

最近､医 薬品･製 剤の品質管理の分野では最終

製品の管理 よ り､む しろ製造工程管理の重要性が

噌してお り､製 造工程全体の十分 な管理(バ リデ
ーシ ョン)が 保証 されて初めて完全な品質 を確保

できることが判っている｡品 質を管理するにあた

ってK猛W我 懸躍ss磯 の提案 している汚染の要因

について説明があ り､続 いてザ ル トリウス社が製

造販売 している代表的な製品について､特 徴 と主

な用途 について紹介があった｡

H｢水 処 理 に お け る膜 の 利 用 と製 品j

US､ブ イルター･ジ ャパン(株)三 浦邦 夫氏

Uぶ フィルター･ジ ャパ ン(株)社 は旧社名が日

本メムテック(株)社 で5月 に合併 し名称変更 した｡

U.S.フ ィル ター社は､ほ とん ど全ての水処理事

業に対 してコンサ ルタン トができる会社 で､今 回

の講演では､｢膜｣を 利用 した水処理の分野(浄

水･用 水､食 品･医 薬､排 水処理､化 学･塗 料業

界)へ の応用について紹介があ った｡そ して浄水

処理 に限ってであったが､膜 ろ過法 と従来型除濁

法(凝 集沈澱+ろ 過､凝 集ろ過)と の比較 につい

て詳細な説明があった｡

その他､ケ ースス タディーと して浄水処理場､

下水高度処理プラン ト､そ れに工場排水回収処理

プラ ントのフローシー トに基づ く操業データの紹

介があった｡

夏II｢半 導 体 製 造 工 程 にお け る粒 子 測 定｣

リオン(株)近 藤 郁 氏

純水中に分散 しているα05μm粒 子が測定で き

る測定装置(パ ーテ ィクルカウンター)開 発 にお

ける経緯 について紹介があった｡

液中粒子測定の今後の動向 としては､バ ッチ方

式か ら1膨Line測 定へ､そ してOn-S鵬 徽 測定への

要求 と高温･高 圧試料への対応が今後の問題であ

るという見解が示 された｡

以上､実 例 を挙 げての詳細 な内容の講演 と､熱

心な質疑応答があ り大変有意義な講演会であった｡

講演 会終 了後､日 本ポール(株)京 極寿男氏の

乾杯 の御発声で懇親会に移 り､出 席 した会員の情

報交換 と親睦をはか り散会 となった｡

〔(株)マ キノ 浅井信義〕

〈本号の企業紹介は､紙面の都合上､次号に掲載させていただきます｡〉



L第G定 時 総 会 の お 知 ら せ

日時:紛 月鱒 日(水)夏4:00～ 皇7;00

場所:ヨ コハマ プラザ ホテル

記念講演1量)｢魅 力 ある商 品作 り｣

コニ カ(株)取 締役会長 米山高範氏

2)｢魅 力あ る リー ダー とは｣

元サンケイスポーツ編集長 賀川 浩氏

総会後､最:上 階 レス トラ ン"ル･フ ァール"

にお いて懇親会 を予定 してお ります｡

匿一=コ
日時:1月B日(金)～ 鱗日(土)B:3(～17:00

場所:1東 洋ス ク リー ン(株)奈 良工場

奈良県生駒郡斑鳩 町
O
e)シ ャー プ(株 〉天理工場

奈良県天理市

見学施設:箕)ス クリー ン製造工場

2)半 導体製造工場

東 洋 ス クリー ン(株)で は､見 学 と共 に｢ス ク リ

ー ン工場 にお けるICの 実践 とその後｣と 題 す る

講演 が行 われ ます｡ま た見 学終 了 後 に は､国 民

宿舎｢信 貴 山荘｣に お いて､懇 親 をかね た夕食会

を準備 しています｡

隊.講 習 会 の お 知 ら せ

9月22日 予定の｢液 体清澄化技術基礎講座(1)は

亙2月9日に実施予定です｡詳 しい行事内容は送付

される案内状をご覧 ください｡

新 しく工業会 に入会 された会員 の方 々をご紹 介致 し

ます｡今 回は6社 で､8月 現在 で法 人会員数 は64社 と

な りま した｡

新 入 会 員 推 薦 会 員

1.アルファ･ラ バル㈱(一 般 会員)巴 工 業(株)

焦朝 日工機(株)(一 般 会員)松 本 代 表 幹 事

.E本 鋼 管(株)(一 般 会員)松 本 代 表 幹 事

鵡,(株)加 藤美蜂園本舗(ユ ーザー会員)キ ッコーマン(株)

5｡ヒ ゲ タ醤油(株)(ユ ーザー会則 キッコーマン(株)

6.ブリヂストンメタルファ(株)(一 般会員)富 士フィルター工業(掬

入会案内書類は､事 務局 にと り揃 えてあ りますので､

必要 の際にはご一報 くだ さい｡

去る8月5日 に､今 年度a回 の理事会(幹 事会合

同)が 開催 された｡通 常の活動報告以外 に､特 に会

長の強い要望であった理事の役割と工業会の運営組

織について､他 の工業会や学会の例を参考に検討が

行われた｡

設立総会(平 成i年L月)以 降､工 業会の事業運営

は幹事会が中心となって､企 画､実 行の任にあたり､

現在の1Q4社 未満規模の会員組織 としてのコアの部

分をほぼ確立 してきた｡現 在 までに設立された委員

会には､広 報委員会および行事企画委員会と今年3

月に組織された技術委員会の3部門の委貝会がある｡

しか し､今 後､会 員の拡大に伴いより充実 した事業

活動を展開するためには､理 事会が事業運営の中核

となる必要性のある事から､各 委員会を担当統括す

る役割を理事が担 うという方針が決定 された｡そ こ

で､組 織の基盤を堅実なものにするために､既 存の

3委員会の範囲外のすべての業務､例 えば､財 務や

総務などを行う総務委員会を新設することが決議された｡

この決議に対 して､各 委員会毎に事業全般 を統括

する担当理事と副担当理事を置 き､さ らにその事業

内容次第では個別に担当する理事を置 くこと等 を前

提にして､担 当理事の人選について検討がなされたが､

最終的には次の理事会(董⑪月8日〉において決定 さ

れ､第2回 総会において報告の予定である｡(事 務局)

あっ とい う問 に1年 が経過 しま した｡試 行錯誤の

状態 が続 いてお りますが､毎 月 璽回程度の会合 を持

ちなが ら編 集委員の 灘 ミュニ ケーシ 滋ンを良 くしつ

つ､内 容 の充実に努 めてお ります｡

2年 目に入 り技術 委員会 も軌道 に乗 りつつあ り､

各委員会 の活動 も活発 にな ると予測 され ます｡タ イ

ム リーな記事 をお届 けで きるもの と考 えてお ります

が､読 者 の皆様 のご意見 や投稿 をお願い します｡

一 お 詫 び と 訂 正 一

ニ ュース レターNo eL号(前 号)で､技 術委員会名

簿(P4)の 記載 に誤 りが あ りました｡以 下 の ように訂

正 し､お 詫 び申 し上 げ ます｡

日本ミリポア(株)佐 藤恭司 ⇒ 日本 ミリポア(株)柚 木徹

編集/発行=日 本液体溝澄化技術工業会 広報委C会

住所1横 浜市戸塚区上矢部町2◎7一;

丁翫(aye)釧 咽一憾33F)(4')8憾 一945◎


